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伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕 （４）評価実施年度 平成　19　　年度

（１）政策
コード 名称 （５）評価責任者職名 人権政策部長

19 (6)男女がともに参画するまちづくり （６）評価責任者氏名 澤田　昌彦

（２）基本施策

コード 名称

（３）生活課題 41 子育てや介護を、男女問わず「できる者がする」ような雰囲気や環境がある。

（７）評価者

41 ①あらゆる場に男女がともに参画する社会をつくる 伊賀支所長、島ヶ原支所長、阿山支所長、大山田支所長、青山支所長

（９）
継続・
新規
(19.20.
21.22)

コード （１０）事務事業名 コード （１１）担当部課名

（１２）事業費(千円)

（１３）
投入
人員
（人）

な成果（新規事業の場合は目標

（１７）
指標の
単位

（１８）
評価
類型

１次評価結果 ２次評価

（33）その他の改革
改善点についてＨ１８

決算額

Ｈ１９
予算
額・補
正要求
額

Ｈ２０
要求
見込額

（１４）指標名

指標の数値 個別評価

(23)
総合
評価

（24）
方向性

（25）
１次評
価修正
有・無

（26）修正点 （27）修正の理由

（28）
改革改善
案修正の
有・無

（29）
修正点

（30）
優先
度
区分

(31)
方向
性

（32）
方向性の評価につい

て
（１５）
１７年度

（１６）
１８年度

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 0167
男女共同参画社会促進事業
経費

070200 男女共同参画課 6,585 5,146 5,146 0.6
ネットワークの
加入団体数

36 42 団体 Ⅰ 4 4 3 3 A 拡大 無 ― ― 無 ― １Ｇ b
地域限定の事業でな
く、支所間の調整を図
り事業推進を行う。

団体組織数の目標は
達成されているが、市
域全体に拡大する必
要がある。

継続 0168 男女共同参画講座事業経費 070200 男女共同参画課 5,191 4,471 4,721 0.6

参加者のアン
ケートによる
意識啓発と理
解

39.6 41.0 ％ Ⅰ 4 4 4 4 A 拡大 有
達成度４を３に修
正。

市民の意識到達がな
されていない現状で
は更に講座開催が必
要である。

無 ― ２Ｇ b ― ―

継続 0169 男女共同参画講座事業経費 551000 伊賀人権同和課 3,649 3,653 3,653 0.5
セミナー参加
者数

　 170 人 Ⅰ 4 3 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ c

限られた事業費である
ため人権啓発事業（人
権担当課）と調整を図
り実施する。

―

継続 0170 男女共同参画講座事業経費 602100
島ヶ原人権政策推
進室

2,213 2,213 2,213 0.3
男女共同参画
講演会の参加
者数

100 120 人 Ⅰ 4 3 4 4 A 現状維持 有
達成度４を３に修
正。

市民の意識到達がな
されていない現状で
は更に講座開催が必
要である。

無 ― ３Ｇ c

限られた事業費である
ため人権啓発事業（人
権担当課）と調整を図
り実施する。

―

継続 0171 男女共同参画講座事業経費 651000
阿山人権政策推
進室

773 773 773 0.1
男女共同参画
講演会の参加
者数

　 122 人 Ⅰ 4 3 3 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ c

限られた事業費である
ため人権啓発事業（人
権担当課）と調整を図
り実施する。

―

継続 0172 男女共同参画講座事業経費 701000
大山田人権同和
課

5,813 5,813 5,813 0.8
セミナー参加
者延べ人数

250 191 人 Ⅰ 4 3 2 3 B 現状維持 無 ― ― 無 ― ３Ｇ c

限られた事業費である
ため人権啓発事業（人
権担当課）と調整を図
り実施する。

―

継続 0173 男女共同参画講座事業経費 751000 青山人権同和課 3,653 7,253 5,910 0.8

「男女共同参
画地域リー
ダー研修」参
加者数

0 58 人 Ⅰ 4 3 2 3 B 拡大 無 ― ― 無 ― ３Ｇ c

限られた事業費である
ため人権啓発事業（人
権担当課）と調整を図
り実施する。

―

全 7 事業
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